
−　−56

　 　　次の空欄に当てはまる数値または符号をマークしなさい。

〔 1 〕　x＝ √─7 −√─3 
√─7 ＋√─3 ，y＝ √─7 ＋√─3 

√─7 −√─3 のとき，x＋y＝ ア であり，x2＋y2＝ イウ

である。

〔 2 〕　aがa＞− 9
2 を満たす定数であるとき，不等式 7 x−10＜ 5 x＋ 1 ≦ 6 x＋aを満たすxの

範囲は エ −a≦x＜
オカ

キ
である。また，この不等式を満たすxの範囲に含まれ

る整数が 5 のみであるとき，aの範囲は クケ ≦a＜ コサ である。

〔 3 〕　全体集合Uに含まれる部分集合A，Bを考える。集合Xの要素の個数をn（X）と表す。

 n（U）＝100，n（A）＝38，n（B）＝66であるとすると，

 n（A∩B）の最小値は シ ，最大値は スセ である。また，

 n（A∩B）の最小値は ソタ ，最大値は チツ である。

〔 4 〕　下の図の ABCにおいて，ADとCIはそれぞれ∠Aと∠Cの二等分線である。このとき，

BD：DC＝ テ ： ト であり，面積比 ABC： AICは ナ ： ニ であ

る。

〔 5 〕　∠A＝45°，AB＝√─2 ，AC＝√─3 ＋ 1 である ABCにおいて，BC＝ ヌ ，

 ∠C＝ ネノ °であり， ABCの面積は
フ

ハ ヒ＋
である。
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　 　　次の空欄に当てはまる数値または符号をマークしなさい。

〔 1 〕　1 辺の長さが 6 の立方体について，各面の対角線の交点を頂点とし，隣り合った面どう

しの頂点を結ぶことによって，立方体の中に正八面体をつくる。このとき，次の問いに答

えなさい。

⑴　正八面体の 1 辺の長さは ア イ である。

⑵　正八面体の体積は ウエ である。

⑶　正八面体に内接する球の半径は オ である。

〔 2 〕　次のそれぞれの問いに答えなさい。

⑴　濃度が 4％であった食塩水200gの濃度を10％にするためには，食塩を
カキ

ク
g追

加する必要がある。また，濃度が 4％であった食塩水200gに，ある食塩水を600g加え

たところ，濃度が10％になっていたとすると，加えた食塩水の濃度は ケコ ％である。

⑵　ミニカーをケースに入れて飾りたい。1 つのケースに 4 台ずつ入れて飾るとミニカー

が19台余り，7 台ずつ入れて飾ると最後のケースには 7 台未満しか入らない。このとき，

ケースの個数は サ 個または シ 個であり，ミニカーの台数は，ケースが

サ 個のとき スセ 台であり，ケースが シ 個のとき ソタ 台である。た

だし， サ ＜ シ である。
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　 　　次の空欄に当てはまる数値または符号をマークしなさい。

2 つの 2 次関数 f（x）＝x2− 2 x− 8，ɡ（x）＝x2＋ax＋a− 8 について考える。ただし，aは実

数の定数である。

〔 1 〕　f（3）＝ アイ である。また，f（x）＝ 7 のとき，x＝ ウエ ， オ である。

〔 2 〕　すべての実数xに対してf（x）＞bが成り立つようなbの値の範囲は，b＜ カキ である。

〔 3 〕　すべての実数xに対してɡ（x）＞−10が成り立つようなaの値の範囲は，

 ケ コク − ＜a＜ ケ コク ＋ である。

〔 4 〕　ɡ（x）＞ 0 を満たすxがつねに f（x）＞ 0 を満たすようなaの値の範囲は，

 サシ ≦a≦
スセ

ソ
である。
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　 　　次の空欄に当てはまる数値または符号をマークしなさい。

袋Aには赤玉 3 個，白玉 2 個，袋Bには赤玉 1 個，白玉 3 個が入っている。

〔 1 〕　袋Aから同時に 2 個の玉を取り出すとき，異なる色の玉が取り出される確率は
ア

イ

である。また，袋A，Bから 1 個ずつ玉を取り出すとき，同じ色の玉が取り出される確率

は
ウ

エオ
である。

〔 2 〕　袋Aから 2 個，袋Bから 1 個の玉を取り出すとき，少なくとも 1 個が赤玉である確率は

カキ

クケ
である。

〔 3 〕　袋Aから玉を 1 個取り出して袋Bに入れ，よくかき混ぜて，袋Bから玉を 1 個取り出す

とき，この玉が白玉である確率は
コサ

シス
である。

〔 4 〕　袋Aから玉を 2 個取り出して袋Bに入れ，よくかき混ぜて，袋Bから玉を 2 個取り出す。

このとき，袋Bから取り出された 2 個の玉がどちらも赤玉である確率は
セ

ソタ
である。

また，袋Bから取り出された 2 個の玉がどちらも赤玉であったとき，袋Aから取り出され

た 2 個の玉がともに赤玉である条件付き確率は
チ

ツ
である。
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